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大血流量について観察，測定を行なった。シンチフォ
トーでは血流状態の概略を知ることができる。特にコリ
メーターが devideされて使用されたため，前腕から
得られるカーブと上腕とのカーブとの比較に興味あるも
のが感じられた。 
15. 	 胃癌特異抗原と組織抗原の関連について
吉川広和(大学院年  3) 
癌特異抗原の抗原系分析について，文献的考察を加え，
実験癌による研究の中に，組織の癌化につれて，その動
物の種属特異抗原が，減弱，あるいは，消失するという
成績に接し，私は， I胃癌特異抗原の抗原系分析には，
いわゆる，加賀谷 Eislerの抗原との関連を考慮すべ
きではあるまいかJという考えのもとに， 2，3の実験
を試み，上記の関係を，ある程度裏づける成績を得た。
また，今回の実験は，この主題に関する糸口であり。今
後の実験によって，一層，明らかにしていく所存である。
また，ほかに，加賀谷-Eislerの抗原について文献
的考察を加え，併わせ報告した。 
16. 	 腫虜基質の組織化学的研究
小野田昌一(大学院 3年)
癌の悪性度，殊に浸潤度に応じた基質結合織の酸性粘
液多糖類の変化については 1965年に林らの報告がある。
すなわち浸潤度 INFα および F例ではその基質結合
織に同物質の著明な出現をみ， INFT例ではほとんど
認められない。
このたび胃癌手術材料 13例を用い酸性粘液多糖類が
出現する時の基質結合織の酵素活性を， Adenosine tri-
phosphatase (A TP-ase) Adenosine diphosphatase 
(ADP-ase)について組織化学的に検索してみた。
胃癌において INF sの場合には正常の粘膜にも存在
する ATP-aseのみならず，正常の粘膜には認められな
い ANP-ase活性が証明され，線維芽細胞の異常な増殖
を示しているが， INFTの場合にはいずれの活性も低
下ないし消失していて，線維芽細胞の変性，崩壊を示し
ている。このことは悪性腫虜の基質結合織における酸性
粘液多糖類の変化が， ADP-ase活性と関連しているこ
とを示している。 
17. 	 大動脈炎の病理組織学的研究
曾野文豊(大学院  3年)
高安の発表以来，高安病，脈なし病として知られた症
例は，大動脈弓部および弓部より分枝する大血管のみな
らず，全身の大動脈に閉塞性動脈炎をきたす全身性の疾
患であることが分ってきた。しかしこれらの症例は病変
として，炎症後の動脈硬化を残遺障害とするもので，炎
症過程および病因の詳細はまだ不明である。本医学部病
理学教室剖検例より得た，臨床経過において長期の慢性
副鼻腔炎を有し，副鼻腔炎と全身症状の緩解，増悪をと
もにする，活動性の肉芽増生動脈炎症例および定型的な
脈なし病の 2例を報告し，今後の研究方向を報告した。 
18. 	 脳局所循環動態の研究
山浦 晶(大学院 3年)
熱電堆と二つの金属プレートを内蔵する体表循環測定
素子は，脳皮質に装着しでも良好な測定素子になる。皮
質血流の観察に先だち 2，，-， 3の基礎的実験を行なった。
加温側プレート下のネコ脳内温度分布よりこの素子は脳
表より 2mmまでの局所循環をとらえており，また素
子を硬膜上に装着し皮質血流を記録することも可能であ
り，この際硬膜血管を凝固処置しておく限り，硬膜切除
により皮質ーに直接装着する場合と差を認めなかった。こ
の方法により生理的条件下で皮質血流を観察するのにき
わめて有利となる。一方向ー負荷を与えて左右の対称部
位の皮質血流を測定し，ほぼ同様の態度を示すことを認
め，ー側の凍結巣と対側正常脳の血流を同時記録し，病
態循環動態の観察をこころみた。エヴァンス・ブルー静
注の前処置により損傷部に限局した濃染範囲と血流反応
の関係をも観察した。 
19. 	 特発性食道拡張症の成因に関する基礎的研究
一無麻酔・無拘束猫における中枢電気刺激の食
道運動におよぼす影響一
三好弘文(大学院  3年)
特発性食道拡張症の成因に関し，その中枢説を裏づけ
るものとして，今回わたくしは，無麻酔無拘束のより生
理的な条件のもとに，ネコ脳の刺激実験を行ない，中枢，
特に視床下部と食道および食道胃接合部との関係につい
て，若干の知見を得たので報告する。
ネコ 9例について実験し，まず麻酔下にて銀製アンマ
針を双極電極として，視床下部に植込み，数日後，無麻
酔無拘束下で刺激実験を行なった。食道運動の記録は，
食道内圧，筋電図をもってした。 
3例，電極刺入部位点について電気刺激した。刺激と
同時に，中部食道，下部食道，接合部に，周期性の陰性
波と Burstの出現したものを反応陽性とした。 5点の
うち，陽性例は l点で，その電極刺入部位は実験後，脳
連続切片の作製により，左 Hvmに確認された。
以上の実験より，中枢特に視床下部と食道運動は何ら
